「理工学研究科における岩手大学大学院学則第２１条第２項ただし書きの規定に基づく在学期間についての申し合わせ」第6項（３）の提出
課程修了特例適用の理由書

　　年　　月　　日

    岩手大学大学院理工学研究科長  殿
○○○専攻長　　　　　　　　　印
以下の学位論文審査申請者は，　　年　月に岩手大学大学院理工学研究科博士課程○○専攻に入学し，「　　　　　（論文題目）　　　　　　　　　　」（に関する研究）に取り組んで来た。

　現在入学後○年目であるが，本研究科及び所属専攻の学位授与方針が示す能力を有し,「岩手大学大学院学則第２１条第２項ただし書きの規定に基づく在学期間についての申し合わせ」第2項（２）（３）に該当するとともに、第3項の（１）（２）（３）（いずれかを残し、他を消す）を満足する以下の研究業績が確認された。また，予備審査において，充分な研究能力があると判定されたので，「○年での課程修了の特例」を適用したいので，よろしくお取り計らい願います。
学位論文審査申請者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　
＜以下に，第3項（１）（２）（３）（いずれかを残し、他を消す）を確認できる研究業績とそれが高い水準である理由または原著論文（２編または３編）を記載する。＞
